
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(㎜)

鋼板 丸鋼 W L G h H D F I

 LPR-VN75 75kg 50kg 80 160 5.5kg
 LPR-VN150 150kg 100kg 130 260 8kg
 LPR-VN300 300kg 200kg 230 360 20 18 14kg
 LPR-VN600 600kg 400kg 119 330 500 25 184 60 25 65 35kg

形式
吊上能力 寸法

※吊上能力は、最大吸着力の1/3（安全係数3）で表示しています。

※LPR-VN75は背面ガードが付属しません。

質量

90
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135 40
15
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(㎜)

鋼板 丸鋼 W L G h H D F I

LPH-1000 1000kg 600kg 320 505 30 253 65 75 80kg
LPH-1500 1500kg 800kg 400 585 35 268 75 85 105kg
LPH-2000 2000kg 900kg 205 500 695 38 281 80 35 97 140kg
※吊上能力は、最大吸着力の1/3（安全係数3）で表示しています。

形式
吊上能力 寸法（㎜）

質量
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2016.05(K) 

鋼板吊上基準（黒皮） (㎜）

75 150 300 600 1000 1500 2000
□630 □900 □1200 □1300 □1450 

300×1300 600×1300 900×1550 1200×1400※ 1500×1400
□600 □850 □1250 □1450 □1600 □1650　

300×1200 600×1200 900×1700 1200×1700 1500×1650 1500×1800
□450 □650 □950 □1250 □1550 □1700 □1800

300×650 600×700 900×1000 1200×1300 1500×1600 1500×1900
□350 □500 □700 □1000 □1300 □1550 □1750

300×400 600×400 900×550 1200×800 1500×1200 1500×1600 1800×1700
□240 □350 □550 □750 □1000 □1100 □1300

300×180 600×200 900×320 1200×450 1500×650 1500×800 1800×950
※･･･薄板の場合、ハンドル操作が重くなります。ギャップがある状態でもハンドル操作は重くなります。

また、ＯＦＦ操作時のハンドル戻りが急速になります。

t12

形　式　（ＬＰR-VN） 形　式　（ＬＰＨ）

t25

t50

t100

板厚

t6

丸鋼吊上基準（黒皮） （㎜）

75 150 300 600 1000 1500 2000
最小径 φ50×750L φ50×1500L φ50×3000L φ100×3000L※ φ100×3000L φ100×3000L φ150×3000L
最大径 φ200×150L φ200×300L φ300×350L φ400×400L※ φ500×300L φ500×400L φ500×450L※

パイプ材

許容径
※ φ50～200 φ50～200 φ50～300 φ100～500 φ100～700 φ100～700 φ150～700

丸鋼
形　式　（LPR-VN） 形　式　（LPH）

※パイプ材や吸着面より短い最大ﾜｰｸ径および吊上基準長さよりさらに短くなる最大ワーク径（LPH-2000の場合）では能力が低下しますので、
    十分注意して下さい。  長尺ワークの場合は天秤複数吊りをご検討下さい。

　注意！
 この基準表は、実作業の目安とするもので絶対的に安全を保証する ものではありません。表記条件の
 他の要因により能力が発揮されな い場合がありますので、十分確認してから作業して下さい。

　使用上の注意
 焼入れ材など特殊鋼でお使いの場合は、ご購入前に予めご相談下さい。
永磁リフマは防水仕様ではありません。水分等の侵入、付着には十分ご注意下さい。
また、吸着面の錆・傷等は吸着力に影響を与えますので、定期的に補修を行って下さい。


